
 

 

 

定例プレスリリース（令和 7 年 10 月 14 日） 

 

プレスリリース事項 

 

１．第 14回湊酒田つや姫ハーフマラソン大会の開催（スポーツ振興課） 

２．酒田もっけ田農学校第 3期開講式のご案内（農政課） 

３．酒田市廃棄物減量等推進審議会の開催（環境衛生課） 

４．市民健康講演会の開催（健康課） 

５．若竹ミュージカル「サウンド・オブ・ミュージック」の開催（文化政策

課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定例プレスリリースは原則週一回、毎週月曜日に行います（月曜日が休日およ

び祝日の場合は翌日）。次回の定例プレスリリースは令和 7年 10月 20日（月）

に行います。 

 

 

 

 

●プレスリリースに関するお問い合わせ 

市長公室広報広聴係 池田 

      ℡ 26-5706、FAX 26-3688 

  Eメール koho@city.sakata.lg.jp 

 



 

令和 7 年 10 月 14 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

第 14回湊酒田つや姫ハーフマラソン大会を開催します 

 

このたび、市民の健康増進と、交流人口の拡大を目的としたスポーツツーリズ

ムに取り組むために「第 14回湊酒田つや姫ハーフマラソン大会」を開催致しま

す。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【競技スタート】 

○日時／10月 19日（日）午前 9時 30分～（5ｋｍの部） 

 ◆主催者挨拶等、オープニングセレモニーは午前 9時 20分から行います。 

○場所／DENKI TEKKOフィールド（市光ケ丘陸上競技場）周辺 

（スタート地点） 

 

 

 

 

 

◆ポイント 

●今大会の規模／参加者数 1,678人（一般：高校生以上）（昨年度比＋342人） 

内、県外参加者 605 人（全体の 36.05％：第 13回大会 43.6％） 

種目別／【ハーフ】754人 【10㎞】719人  【5km】205人 

過去参加者数／第 6回（H29）1,784 人、第 7回（H30）1,727人、第 8回（R1）1,842人、 

第 11回（R4）1,065人、第 12回（R5）1,122人、第 13回（R6）1,336人 

●今大会の特徴 

〇㈱INPEXの冠協賛（3年間）を受け大会を開催。 

〇5kmの部を新設。 

〇ハーフマラソン・10kmのコースを、出羽大橋を渡るルートに変更。 

○ゲストランナーに野々村真さんと東洋大学陸上競技部のメンバーが出場。 

○給水所で果物（シャインマスカット）、ドリンクを提供。 

○ゴール後に「酒田のラーメン」「新米のつや姫おにぎり」「芋煮」を提供。 

○完走者全員にフィニッシャーズタオルをプレゼント。 

○6月 20日までに参加料を納付された方に「つや姫 2合」をプレゼント。 

●お問い合わせ 

教育委員会ｽﾎﾟｰﾂ振興課 ｽﾎﾟｰﾂ振興係 山﨑 

℡ 43-6651、FAX 23-2257 

Eメール sports@city.sakata.lg.jp 



 

令和 7年 10月 14日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

酒田もっけ田農学校第 3 期開講式のご案内 

 

 このたび、本市農業政策の担い手育成事業として進めております「酒田もっけ

田農学校」について、第３期の開講式を開催いたします。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日 時／10月 22日（水）午後 1時 30分～2時 

 

○場 所／酒田市スマート農業研修センター（大宮町四丁目 9－3） 

 

〇式次第／ １ 開会 

      ２ 挨拶 

      ３ 来賓祝辞 

      ４ 来賓紹介 

      ５ 講師紹介 

      ６ 講師挨拶 

      ７ 受講生紹介 

      ８ 受講生代表決意表明 

      ９ 閉会 

 

●お問い合わせ／農政課 課長補佐 阿部 

℡ 26-5751、FAX 26-6483 

Eメール nosei@city.sakata.lg.jp 

◆ポイント 

○酒田もっけ田農学校は、新規就農者や農業に興味のある方を対象に、水稲栽

培の基礎知識の習得や、先輩農家との交流、さらには受講生の目的に応じた

カリキュラムを通して、米づくりの担い手を育成するものです。 

○第 3 期は令和 7 年 10 月から令和 9 年 3 月までの１年半の受講期間となって

います。 



 

令和 7年 10月 14日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

 

 

酒田市廃棄物減量等推進審議会を開催します 

 

酒田市廃棄物減量等推進審議会を下記のとおり開催しますので、お知らせい

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日時／10月 22日（水）午後 3時～5時（予定） 

○場所／市役所 3階 第三委員会室 

○内容／・酒田市ごみ処理基本計画の諮問及び原案の説明について 

    ・その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●お問い合わせ／市民部環境衛生課管理係 

斎藤 直樹 

TEL 0234-31-0933/FAX 0234-31-0932 

Eメール kankyo@city.sakata.lg.jp 

◆ポイント 

○酒田市廃棄物減量等推進審議会は、学識経験者、市民代表者など 14 人の

委員で構成され、一般廃棄物の減量等について、市長の諮問に応じ調査・

審議を行います。 

○今回の会議は、令和 8年度からの次期酒田市ごみ処理基本計画の諮問およ

び原案の説明を主な内容としています。 



 

令和 7年 10月 14日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

「ネット・ゲームがやめられないのはなぜ？ 

‐依存のメカニズムと予防・回復のヒント‐」 

市民健康講演会を開催します 
  

このたび、山容病院 院長小林和人氏を講師に招き「市民健康講演会」を開催し

ます。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日時／11月 1日（土）午後 1時 30分～3時 20分 

○場所／総合文化センター（オンラインで同時配信） 

○対象／一般市民、自殺対策関係者等（要申込） 

○内容／講演：「ネット・ゲームがやめられないのはなぜ？ 

―依存のメカニズムと予防・回復のヒント―」 

講師：医療法人山容会 山容病院 院長 小林 和人氏 

 

   体験談：『子どものゲーム依存と親の役割』 

発表者：一般社団法人ネット・ゲーム依存家族の会  

理事 堅田 和子氏 

●お問い合わせ／ 

健康課成人保健係 鈴木智子 

℡ 24-5733、FAX 24-5778 

Eメール seijinhoken@city.sakata.lg.jp 

◆ポイント 

○ゲームやスマートフォンは生活に欠かせないものになっていますが、その使

い過ぎはこころとからだに悪影響を及ぼすことがあります。 

○「なぜやめられない」のか？その仕組みと予防・回復の工夫を医師と家族の

立場から講演いただきます。 

○反響をいただいた「身近な依存」をテーマにした昨年に引き続き、山容病院

小林医師を講師に、ネット・ゲーム依存について掘り下げます。 

○未来を担う中高生、子育て世代をはじめ、広くみなさんからお聞きいただき

たい内容です。 



令和７年11月1日（土）
13時30分～15時20分

酒田市総合文化センター
酒田市中央西町2-59 電話0234-24-2991

主催：酒田市
後援： 酒田地区医師会十全堂/酒田地区歯科医師会/酒田地区薬剤師会/酒田市自治会連合会連絡協議会

酒田市民生委員・児童委員協議会連合会/酒田市食生活改善推進協議会/酒田人権擁護委員協議会
酒田飽海地区保護司会/酒田市社会福祉協議会/山形県庄内保健所/全日本断酒連盟 山形県断酒連合会

酒田市健康課 電話0234-24-5733 または
申込フォームにお申込み
お問い合わせは電話または e‐mail seijinhoken@city.sakata.lg.jpへ

オンライン聴講できます
(要申込)

参加費 無料

どなたもご参加いただけます
（お子さんの同伴も可能です。託児はありません）

内容
講師

日時

場所

お申込
問合せ

『ネット・ゲームが
やめられないのはなぜ？

－依存のメカニズムと予防・回復のヒントー』
医療法人山容会 山容病院 院長 小林和人 氏

一般社団法人ネット・ゲーム依存家族の会
理事 堅田和子 氏

『子どものゲーム依存と親の役割』

令和7年度 酒田市民健康講演会

申込フォーム➡

スマホやゲームは便利で楽しい反面、
使いすぎると心や体に悪影響を及ぼすことがあります。
なぜ「やめられない」のか？その仕組みと予防・回復の工夫を

医師と家族の立場からお話しします。
オンラインに偏らず、人とのつながりを見直すきっかけにしませんか。

mailto:seijinhoken@city.sakata.lg.jp


 

令和 7年 10月 14日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

若竹ミュージカル「サウンド・オブ・ミュージック」 

を開催します 

 このたび、市主催による若竹ミュージカル「サウンド・オブ・ミュージック」

公演を開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【若竹ミュージカル「サウンド・オブ・ミュージック」】 

○日 時／11月 2日（日）午後 1時 30分～（0時 30分開場） 

○場 所／希望ホール 大ホール 

○内 容／ミュージカル「サウンド・オブ・ミュージック」の上演 

○入場料／一般：500円  

22歳以下・障がい者手帳をお持ちの方：無料（要入場券） 

◆入場券は希望ホール・交流ひろば・総合文化センターで販売・配布しています。 

◆公演当日に取材をしていただける場合は、若竹ミュージカルを通し版権元へ

報告しますので、10月 30日（木）正午までに下記担当へ連絡してください。 

●お問い合わせ／酒田市文化芸術推進プロジェクト会議 東海林・小黒 

        （文化政策課内） 

℡ 24-2982、FAX 26-5452  Eメール art@city.sakata.lg.jp 

 

◆ポイント 

○「若竹ミュージカル」は、東京学芸大学附属特別支援学校の卒業生と支援者

で構成される団体であり、特別支援学校卒業後の生涯学習として知的障がい

者本人と参加者が共に学びあいながらミュージカルを作り上げています。 

〇同団体の代表は本市出身の工藤傑史氏が務めています。 

○本事業は条例および計画に基づき、社会包摂を重視した取り組みの一つであ

り、これまで文化芸術に触れることの少なかった障がい者の方に対し「参加

する機会」「鑑賞する機会」などを提供すること、広く市民に多様な芸術の

魅力を感じていただく機会を提供することを目的に実施するものです。 

○本市での若竹ミュージカルの公演は、2019 年の「屋根の上のヴァイオリン

弾き」以来 6年ぶり、2回目となります。11 月の公演には、酒田マリーンジ

ュニア合唱団のみなさんも出演します。 

 






